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　　The present study was proposed to investigate the relationship around the learning motivation, the learning discipline, the school 
adjustment and the feeling of being accepted. Multiple regression analysis was employed for the analysis. Main findings were as follows,
1)　Scores of the Learning discipline was significantly related to the learning motivation.
2)　Scores of the school adjustment was significantly related to the learning motivation
3)　Above all, obsession of Attitude for the class was strongly influenced on the learning motivation.
4)　Children with higher scores of the relation to the teacher showed significantly higher scores of learning motivation than the others.
　　Those finding were discussed from viewpoints of school psychology and educational psychology.






















































































































































研究協力者：大阪市内の公立小学校 6 年生 72 名（男子
33 名，女子 39 名）が本研究に参加した。
質問紙調査時期：予備調査は 2012 年 6 月下旬に実施，


















あてはまる（ 3 点）」，「すこしあてはまる（ 2 点）」，「あ











































ごとでみると，第 1 因子 .90，第 2 因子 .81，第 3 因子 .87，





























研究協力者：大阪市内の公立小学校 6 年生 72 名（男子
33 名，女子 39 名）。
調査時期： 2012 年 11 月上旬に実施された。




与」，「学習効力感」の 4 因子からなる 22 項目で構成さ
れている。「よくあてはまる（ 4点）」，「かなりあてはまる（ 3














習における積極性」の 4 因子からなる 22 項目で構成さ
れている。「わたしは，友だちにめぐまれている。」等の
項目を追加修正して 22 項目から 25 項目とした。「とて
もそう思う（ 4 点）」，「かなりそう思う（ 3 点）」，「少し




因子 7 項目で構成されている。「よくあてはまる（ 4 点）」，
「かなりあてはまる（ 3 点）」，「すこしあてはまる（ 2 点）」，





因子 9 項目で構成されている。「よくあてはまる（4 点）」，
「かなりあてはまる（3 点）」，「すこしあてはまる（2 点）」，












た。その結果，解釈可能な 3 因子 15 項目が抽出された





のα係数を算出した。その結果，尺度全体 .90，第 1 因




た。その結果，解釈可能な 4 因子 21 項目が抽出された
（table3）。5 項目が渡邉（2006） (7) の結果と異なる下位尺
度に属していたが，構造はほぼ同様であると判断し，先
行研究に従って，第 1 因子「教師との関係」，第 2 因子「集
団での規律・役割」，第 3 因子「級友との関係」，第 4 因
子「学習における積極性」と命名した。また，尺度全体
とそれぞれの因子の内的整合性を検討するため，尺度全
体と 4 つの下位尺度ごとに，Cronbach のα係数を算出し
た。その結果，尺度全体 .92，第 1 因子 .86，第 2 因子 .86，











を行った。その結果，解釈可能な 2 因子 8 項目が抽出さ





全体と 2 つの下位尺度に，Cronbach のα係数を算出した。




























（β=.77, p <.001），学習における相互作用から（β=.32, p 
<.01），正のパスが示された。調整済み重決定係数（R2adj）
は .56（p <.001）であった。最後に学習意欲に対して，







（β=.35, p <.001），「授業への積極的関与」（β=.19, p <.01），
「集団での規律・役割」（β=.16, p <.01），「教師との関係」
























































ると考える Deci & Ryan（1985） (39) らが提唱し，発展さ
せてきた自己決定理論に沿うものであるといえる。
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